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全
日
本
18
マ
ラ
ナ
・
タ
に
向

け
て
、
各
教
会
で
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
計
画
し
始
め
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

教
会
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
具
体

的
な
取
り
組
み
の
仕
方
は
多
少

違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
目

標
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
1

人
で
も
多
く
の
人
た
ち
と
一
緒

に
キ
リ
ス
ト
の
ご
再
臨
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
準
備

を
す
る
こ
と
で
す
。

日
本
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト
教
会
は
こ

の
た
め
に
過
去
1
2
0
年
間
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
全
国

の
い
た
る
と
こ
ろ
に
教
会
を
建
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
関
連
機
関
を
作
り
、
地
域
の

人
々
に
奉
仕
し
、
人
々
と
の
関
係
作
り

を
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち

は
時
々
立
ち
止
ま
っ
て
、
こ
れ
ま
で
行

っ
て
き
た
こ
と
を
振
り
返
っ
て
み
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
の
ご
再
臨

の
準
備
を
す
る
と
い
う
目
標
は
変
わ
り

ま
せ
ん
が
、
時
代
が
変
わ
っ
て
い
く
中

で
、
人
々
の
生
活
や
生
き
方
は
変
わ
っ

て
き
た
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
伝
道
活
動
は
、
人
々
に
向
け

て
展
開
さ
れ
る
も
の
で
す
の
で
、
人
々

の
こ
と
を
よ
く
知
り
、
理
解
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
現
代
の
人
々
に
近
づ
く

た
め
に
、
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
む
必

要
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
時
代

が
変
わ
っ
て
も
、
変
わ
ら
ず
に
忠
実
に

続
け
て
い
く
こ
と
は
何
で
あ
る
か
を
見

極
め
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

全
日
本
18
マ
ラ
ナ
・
タ
の
準
備
の
た

め
の
月
ご
と
の
逆
算
予
定
表
を
掲
載
い

た
し
ま
す
。
各
教
会
で
こ
の
表
を
参
考

に
、
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

1
月
30
日
か
ら
2
月
2
日
ま
で
行
わ

れ
た
牧
師
会
で
は
、
全
日
本
18
マ
ラ

ナ
・
タ
を
前
に
、
も
う
一
度
日
本
伝
道

に
つ
い
て
考
え
る
時
を
持
ち
ま
し
た
。

現
代
の
日
本
人
の
多
く
は
都
市
に
住
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
人
の
多
く
は
、

仏
教
的
な
考
え
方
の
影
響
を
受
け
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
都
市
に
住
む
人
々
へ
の
伝
道
と
、

全日本18マラナ・タに
　　　向けての準備

特集

仏
教
的
な
背
景
を
持
つ
人
々
へ
の
伝
道

に
つ
い
て
、
世
界
総
会
か
ら
比
較
的
若

い
2
名
の
講
師
を
招
い
て
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
全
日
本
18
マ
ラ
ナ
・

タ
の
準
備
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
参
考

に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

講
義
内
容
の
要
点
も
、
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。（伝

道
局
長　

山
地
宏
）

【ビジョン2
にせんにじゅう

020】
2020年までに教会員2万人、礼拝
出席者2万人という日本教団の数
値目標。

【全
ぜんにほんえいてぃーん

日本18マラナ・タ】
2018年5月全国100か所
以上で収穫のために行う
10日間の連続講演会。私
たちが全員参加伝道をし
て、おおぜいの求道者を見つける必要があります。

種まき→成長→収穫（バプテスマの決心をうながす）

聖書（マルコによる福音書4章26〜 29節）には、
伝道の働きは、種まき→成長→収穫の3段階だと書かれています。

収穫は、2018年5月に行う収穫の講演会（全日本18マラナ・タ）です。成
長は、人々に日々働きかけてくださる聖霊がしてくださると約束されて
います。そのために、教会やグループ、個人で、講演会に向けて、種まきを
しましょう。種まきの方法については、21ページも参考にしてください。
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各種祈りについての説明
や、つながりを持つため
のヒントについては、TMI
手帳に掲載されています。

月 教会が行う準備 グループ 個人 教団・教区

2
0
1
7
年
5
月

参加の決定

求道者と長欠者名簿整理

6
月 祈り（リバイバル集会）

7
月

伝道する力を向上させるための勉強会

長欠者回復強調日（7月1日）

8
月 アウトリーチ（対地域活動）

9
月

伝道する力を向上させるための勉強会

求道者名簿再確認

10
月

アウトリーチ

長欠者招待日（10月7日）

月 教会が行う準備 グループ 個人 教団・教区

11
月

祈り（リバイバル集会）

求道者名簿見直し

12
月

アウトリーチ

　クリスマス行事など

2
0
1
8
年
1
月

祈り（リバイバル集会）

2
月

伝道する力を向上させるための勉強会

　リテンション（教会定着率）

　リクラメーション（長欠者回復）

3
月

長欠者、求道者名簿最終版作成

チラシ配布、発送開始

4
月

5
月

全日本18マラナ・タ

収穫の講演会（10日間）

6
月

フォローアップ

（その後の継続的関わり）

この表を参考にし、それぞれの教会
で準備を進めていきましょう。逆 算 予 定 表

全 日 本 1 8 マ ラ ナ ・ タ 準 備 の た め の

7
7
7
の
断
食
祈
祷

10
日
間
の
祈
り

収
穫
の
講
演
会
の
ポ
ス
タ
ー
&
チ
ラ
シ
作
成

秋
の
祈
祷
週

来月号のアドベンチスト・ライフ誌から毎月、各準備について
具体的な方法やアドバイス、アイディアなどをご紹介する予定
です。あわせて参考にしてください。

7
7
7
の
祈
り

2
3
4
の
祈
り

執
り
成
し
の
祈
り

他
の
人
と
つ
な
が
り
を
持
つ
　
な
ど

7
7
7
の
祈
り

2
3
4
の
祈
り

執
り
成
し
の
祈
り

他
の
人
と
つ
な
が
り
を
持
つ
　
な
ど

祈
り
の
行
進（
プ
レ
ー
ヤ
ー
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

各
種
小
グ
ル
ー
プ
活
動

ヒ
ズ
ハ
ン
ズ（
近
隣
訪
問
、長
欠
者
訪
問
）　
な
ど

祈
り
の
行
進（
プ
レ
ー
ヤ
ー
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

各
種
小
グ
ル
ー
プ
活
動

ヒ
ズ
ハ
ン
ズ（
近
隣
訪
問
、長
欠
者
訪
問
）　
な
ど

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
ク
ー
ル
開
講（
3
月
〜
10
月
）モ
デ
ル
教
会
の
講
演
会
の
準
備
講
座

フ
ィ
リ
ピ
ン
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ト
リ
ッ
プ

全
国
牧
師
会
祈
り
の
セ
ミ
ナ
ー

モ
デ
ル
教
会
の

収
穫
の
た
め
の
連
続
講
演
会

40日間の祈り開始（3/27~5/5）

連続講演会の目的は、聖書の主要な項目すべてを伝え、出席者にキリストの教えを受け入れ、バプテスマを通して残りの民、教会員と
なるよう勧めることです。全国すべての教会が参加するよう招待されていますが、参加は強制ではなく、各教会の自由選択によるもの
です。

（注）上記の逆算予定表に記載されている項目の名称や流れが、すでに教区や
教会で配られているものと異なる場合があります。ご了承ください。

バプテスマを受けた人が、教会
に定着するように、リテンショ
ンの勉強会で習ったことを実
践しましょう！

ビジョン2020につづく
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都
市
伝
道
の
ポ
イ
ン
ト

世
界
総
会
の
都
市
伝
道
を
担
当
す
る

ダ
グ
・
ベ
ン
先
生
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
は
、

世
界
中
で
一
番
多
く
の
人
が
住
ん
で
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
東
京
圏
（
神
奈
川
、

埼
玉
、
千
葉
も
含
む
）、
ま
た
日
本
に

お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
宣
教
が
で
き
る

の
か
を
考
え
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

先
生
の
経
験
と
知
識
に
基
づ
く
効
果
的

な
方
法
を
学
ぶ
と
い
う
内
容
で
は
な
く
、

日
本
の
牧
師
た
ち
と
一
緒
に
考
え
な
が

ら
新
し
い
も
の
を
生
み
出
し
た
い
と
い

う
先
生
の
気
持
ち
が
前
面
に
出
た
セ
ミ

ナ
ー
で
し
た
。

全
国
牧
師
会
の
講
義
か
ら

な
ぜ
連
続
伝
道
講
演
会
を
行
う
の
？

モ
デ
ル
教
会（
実
験
教
会
）と
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
ク
ー
ル

1
9
0
1
年
に
開
か
れ
た
第
34
回
世

界
総
会
に
お
い
て
、「
都
市
伝
道
を
成

功
に
導
く
た
め
に
は
、
説
教
だ
け
で
働

き
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
思
わ
な
い
よ

う
な
目
を
覚
ま
し
て
い
る
人
が
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
か
け
ら
れ
た

こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
教
会
が
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
語
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
住
む

人
々
に
仕
え
、
つ
な
が
り
を
持
ち
、
関

係
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
ア
ド
ベ
ン
チ

ス
ト
の
使
命
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
確
認
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
デ
ィ
ス
カ

アウトリーチとは？

2017年7月から2018年3月の間に、数回のアウトリ
ーチ（対地域活動）を行うことが奨励されています。

これは、近隣の方々とのつながりをつくるために行わ
れるイベントのことです。たとえば、VBS、健康セミナ
ー、菜食料理講習会、クリスマス行事、音楽コンサート、
子ども招待日、敬老会、介護セミナー、ビジターズデー
などを企画することができます。内容や回数は、教会
のサイズなどによって、判断してもよいでしょう。

このアウトリーチのためには、ヒズハンズ、ポスティン
グなどで近隣の方々に案内することが必要となります。
またイベントを行った後、フォローアップとしての定
期的な小グループやサークル活動をぜひ企画してくだ
さい。

近隣の人々と交わりの機会をつくり、
収穫の講演会に出席したいと思って
もらえるような信頼関係を作りましょう。

伝道する力を向上させる
ための勉強会とは？

収穫の講演会のためには、教会員の伝道ス
キルアップも求められます。教会員自身
の意識改革のためにも、各教会で勉強会を
開きましょう。どんな勉強会をひらいた
らよいか、具体的なアイディアについては、
アドベンチスト・ライフ誌や、伝道局のホ
ームページで随時紹介する予定です。

プレ講演会とは？

アウトリーチの一つ。健康、音楽、創造論
と進化論、人生問題などの講演会です。教
会に接点のない方々との信頼を築くため
に行います。前ページの逆算予定表には
入れませんでしたが、収穫の講演会の前年
と、2、3週間前に行い、出席者の中で聖書
に興味を持った人を収穫の講演会につな
げていくのが望ましいと言われています。

何
日
も
続
く
連
続
伝
道
講
演
会
が
、

ほ
ん
と
う
に
、
こ
の
21
世
紀
の
人
々
に

通
用
す
る
伝
道
方
法
な
の
で
し
ょ
う
か
。

意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

研
究
に
よ
る
と
、
バ
プ
テ
ス
マ
に
導
く

た
め
に
最
も
効
果
的
な
伝
道
方
法
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
個
人
的
な
関
係
伝
道
、

1
対
1
の
聖
書
研
究
な
ど
も
非
常
に
大

事
な
伝
道
方
法
で
す
。
個
人
的
な
伝
道

を
通
し
て
、
聖
霊
が
未
信
者
と
教
会
員

の
両
方
に
働
き
か
け
ま
す
。
し
か
し
、

バ
プ
テ
ス
マ
と
い
う
決
断
を
す
る
た
め

に
は
、
完
全
に
キ
リ
ス
ト
に
献
身
す
る

覚
悟
が
必
要
で
す
。

世
界
中
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト
教
会
を

見
渡
し
ま
す
と
、
最
も
バ
プ
テ
ス
マ
が

多
い
の
は
、
や
は
り
連
続
伝
道
講
演
会

に
よ
る
伝
道
な
の
で
す
。
理
由
は
、
神

の
み
言
葉
の
力
に
あ
り
ま
す
。
人
々
が
、

10
日
間
も
続
く
連
続
講
演
会
を
、
多

く
の
日
本
の
教
会
で
は
、
こ
こ
数
十
年

経
験
し
て
い
ま
せ
ん
。
2
0
1
8
年
の

全
日
本
18
マ
ラ
ナ
・
タ
の
前
に
、
い
く

つ
か
の
教
会
で
実
験
的
に
こ
れ
を
経
験

し
て
お
け
ば
、
2
0
1
8
年
の
講
演
会

の
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

2
0
1
7
年
に
十
数
か
所
の
教
会
が
、

連
続
講
演
会
に
挑
戦
し
ま
す
。

こ
の
連
続
講
演
会
は
、
北
ア
ジ
ア
太

平
洋
支
部
牧
師
会
長
の
ロ
ン
・
ク
ル
ー

よ
り
多
く
、
神
の
み
言
葉
に
触
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
に
献
身
し
、

三
天
使
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
入
れ
る

可
能
性
も
、
よ
り
大
き
く
な
り
ま
す
。

1
日
や
2
日
だ
け
で
は
短
す
ぎ
て
、
バ

プ
テ
ス
マ
の
決
断
ま
で
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
何
か
月
に
も
わ
た
っ
て

実
行
す
る
伝
道
計
画
と
、
何
日
も
続
く

聖
書
を
語
る
連
続
伝
道
講
演
会
が
連
動

す
る
と
き
、
す
ば
ら
し
い
成
功
に
あ
ず

か
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

個
人
的
な
関
係
伝
道
も
必
要
不
可
欠

で
す
。
し
か
し
、
個
人
的
な
つ
な
が
り

を
持
つ
人
々
を
連
続
講
演
会
に
誘
い
、

神
の
み
言
葉
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と
も
必

要
不
可
欠
な
の
で
す
。
神
の
み
言
葉
に

触
れ
さ
せ
る
の
が
、
新
約
聖
書
時
代
の

伝
道
方
法
で
し
た
。
神
の
み
言
葉
の
力

こ
そ
が
す
べ
て
の
偏
見
、た
め
ら
い
、不

信
感
、
恐
れ
を
乗
り
越
え
て
神
に
完
全

に
献
身
す
る
勇
気
を
与
え
る
か
ら
で
す
。

（『
講
演
会
通
信
』2
0
1
7
年
1
月
号
よ
り
要
約
）

ゼ
先
生
に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
ク
ー
ル

（
天
沼
教
会
で
開
催
）
と
連
動
し
て
行

わ
れ
ま
す
。
2
0
1
7
年
に
モ
デ
ル
教

会
（
実
験
教
会
）
と
し
て
連
続
講
演
会

を
行
う
教
会
は
、
こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ス

ク
ー
ル
に
参
加
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
収
穫
の
講
演

会
の
準
備
の
た
め
の
伝
道
方
法
や
決
心

へ
の
導
き
方
な
ど
を
半
年
以
上
か
け
て

学
び
な
が
ら
実
践
し
て
い
き
ま
す
。
遠

方
の
教
会
で
モ
デ
ル
教
会
に
な
っ
て
い

る
教
会
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
ク
ー
ル
の
研
修
セ
ミ
ナ

ー
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

3
月
10
日
と
11
日
に
は
1
回
目
の
研

修
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
、
友
情
伝
道
と

執
り
成
し
の
祈
り
に
つ
い
て
の
学
び
と

実
践
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
天
沼
教
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
天
沼
2
0
1
7
大
都

市
講
演
会
の
ペ
ー
ジ
）
で
、
そ
の
い
く

つ
か
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

https://sda-am
anum

a.jim
do.com

こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
ク
ー
ル
の
研
修

セ
ミ
ナ
ー
は
、
全
日
本
18
マ
ラ
ナ
・
タ

に
向
け
て
の
準
備
と
し
て
全
国
の
教
会

で
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
、

10
月
ま
で
に
隔
月
ぐ
ら
い
の
頻
度
で
研

修
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
日
程
や
時
間

な
ど
は
、
教
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
案

内
す
る
予
定
で
す
。　
　
　
（
山
地
宏
）

祈り（リバイバル集会）とは？

宣教第一の教会になるために、教会全体で
特別な祈りのときをもちましょう。土曜
日から土曜日、8日間が推奨されています。
そのために、春や秋の祈祷週
の読み物や、『真のリバイバ
ル』（エレン・ホワイト著）を
利用することをおすすめし
ます。ご注文はＡＢＣまで。

祈る、学ぶ、交わる、伝える

収穫の講演会は、教会で行ってきた種まき
の結果（さまざまなアウトリーチや定期的
な小グループなどを通して聖書に興味を
持った人たち）を刈り取るときです。全日
本18マラナ・タに向けてはもちろん、ビジ
ョン2020を目指して、祈り、アウトリー
チ、勉強会を継続することが望まれます。

「全日本18マラナ・タ」については、
アドベンチスト・ライフ誌
12月号TOPIC、
1月号特集もあわせてご覧ください。

教会員全員参加の企画による
収穫講演会
「全日本18 マラナ・タ」のために
わたしは、
わたしの教会は何を準備したらいいのか？
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の
選
択
、
一
方
ゴ
ル
フ
は
、
一
番
良
い

道
を
選
び
な
が
ら
、
自
分
で
行
く
仏
教

を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
日
本
文
化
の

壁
を
越
え
て
宣
教
す
る
と
い
う
の
は
、

ゴ
ル
フ
ァ
ー
を
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
す
る

よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
違
い
を
理
解
し
、

相
手
を
理
解
し
、
わ
か
る
方
法
で
教
え

伝
え
る
こ
と
を
学
べ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
日
本
宣
教
の
壁
は
大
き

く
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
キ
リ
ス
ト
の
方

法
と
模
範
に
従
い
、
宣
教
は
神
の
働
き

な
の
で
祈
り
、
神
の
方
法
に
従
い
、
取

り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
再
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
　
（
小
林
勝
）

「人の心を動かすには、キリストの方法だけが真の
成功をもたらす。人間として歩まれた間、救い主
はその人たちの利益を計られ、同情を示し、その必
要を満たして信頼をお受けになった。そして『わ
たしについて来なさい』とご命令になった」。
『ミニストリー・オブ・ヒーリング2005』128、129ページ

ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
も
多
く
持
た
れ
、
各

教
会
の
地
域
社
会
に
対
す
る
取
り
組
み

の
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
子
ど
も
食
堂
、
バ
ザ
ー
、
ホ
ー
ム

レ
ス
支
援
活
動
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
保

育
園
、
音
楽
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
語
学
教
室
、

料
理
教
室
な
ど
、
多
く
の
教
会
が
地
域

に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
全
体
を
通
し
、
今
ま
で
に

は
な
か
っ
た
よ
う
な
斬
新
で
創
造
的
な

方
法
で
都
市
の
人
々
と
つ
な
が
る
こ
と

が
勧
め
ら
れ
て
い
た
一
方
で
、
キ
リ
ス

ト
が
ど
の
よ
う
に
都
市
の
人
々
に
福
音

を
宣
べ
伝
え
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と

も
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

人
々
と
交
わ
り
、
憐あ

わ

れ
み
の
心
を
持

っ
て
人
々
に
仕
え
、
人
々
か
ら
信
頼
さ

れ
た
キ
リ
ス
ト
が
語
っ
た
福
音
だ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
多
く
の
人
々
の
心
を
変
え

る
力
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
神
の
憐
れ
み
を
必
要
と
し
て
い
た

多
く
の
人
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い

た
当
時
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
の
方

法
も
ま
た
斬
新
で
創
造
的
な
方
法
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

人
々
と
つ
な
が
り
を
持
ち
、
地
域
に

仕
え
る
た
め
に
は
、
教
会
に
と
っ
て
は

大
き
な
経
済
的
な
負
担
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、「
富
を

築
く
力
を
あ
な
た
に
与
え
ら
れ
た
の
は

主
」（
申
命
記
8
章
18
節
）
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
教
会
が
主
の
み
心
に
か
な
っ
た

方
法
で
地
域
の
必
要
に
応
え
て
い
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
働
き
は
も
は
や

教
会
だ
け
の
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
主

は
教
会
員
以
外
か
ら
も
支
援
を
申
し
出

る
仲
間
を
与
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
、

確
信
を
も
っ
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

（
青
木
泰
樹
）

仏
教
的
背
景
を
持
つ
人
々
の

世
界
観
を
理
解
す
る

ラ
オ
ス
と
タ
イ
で
仏
教
徒
に
宣
教
師

と
し
て
働
い
た
経
験
の
あ
る
グ
レ
ゴ
リ

ー
・
ウ
ィ
ッ
ト
セ
ッ
ト
先
生
が
講
義
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
宣
教

―
日
本
文
化
の
壁
」
と
い

う
講
義
で
は
、
世
界
人
口
に
対
す
る
ア

ド
ベ
ン
チ
ス
ト
の
比
率
3
9
3
対
1
と
、

仏
教
国
の
人
口
に
対
す
る
ア
ド
ベ
ン
チ

ス
ト
の
比
率
4
8
1
0
対
1
は
約
10
倍

の
違
い
が
あ
る
と
、
挑
戦
の
大
き
さ
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
日
本
文
化
を
1
本
の
木
に

た
と
え
、
根
の
部
分
が
神
道
、
幹
と
枝

が
儒
教
、
花
や
葉
が
仏
教
と
い
う
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
考
え
方
・
信
仰
が

一
つ
と
な
っ
て
、
ひ
と
り
の
日
本
人
の

一
部
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
説
明
を
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
本
人
理
解
は
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
宗
教
観
を
持
つ

日
本
人
に
キ
リ
ス
ト
教
を
宣
教
す
る
と

き
に
は
、
世
界
観
の
衝
突
が
起
こ
る
こ

と
を
、
私
た
ち
が
よ
く
知
っ
て
い
る
ヨ

ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
3
章
16
節
を
日
本

人
が
聞
く
と
ど
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
の

か
を
例
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、「
神
」
と
い
わ
れ
て
も
、
唯

一
神
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
大

勢
い
る
神
々
の
う
ち
の
一
人
と
誤
解
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
人
が
死

ん
で
神
と
し
て
ま
つ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
し
、
先
祖
や
自
分
自
身
は
死
ん

で
仏
さ
ま
に
な
る
と
考
え
る
人
も
い
ま

す
の
で
、
神
と
い
う
言
葉
も
い
ろ
い
ろ

な
受
け
止
め
方
を
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
の
で
す
。「
独
り
子
を
お
与

え
に
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
も
、「
子

ど
も
を
犠
牲
に
す
る
な
ん
て
！
」
と
か
、

「
野
蛮
！
」「
血
の
犠
牲
！
」
と
思
わ
れ

て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
感
動
す
る

聖
句
で
も
、
仏
教
的
な
背
景
を
持
つ
人

が
読
む
と
、
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
の
印
象

を
持
つ
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

文
化
の
壁
を
越
え
て
宣
教
す
る
こ
と

の
難
し
さ
を
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
を
サ

ッ
カ
ー
、
仏
教
文
化
を
ゴ
ル
フ
に
た
と

え
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
サ

ッ
カ
ー
は
二
つ
の
チ
ー
ム
が
戦
い
、
多

く
ゴ
ー
ル
し
て
得
点
が
多
い
チ
ー
ム
が

勝
利
、
ゴ
ル
フ
は
個
人
戦
で
、
少
な
い

ス
コ
ア
が
勝
利
し
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
の

場
合
、
勝
利
チ
ー
ム
に
属
し
て
い
れ
ば
、

勝
利
者
に
な
れ
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
が
あ

ら
わ
す
キ
リ
ス
ト
教
は
、
善
と
悪
の
大

争
闘
で
ど
ち
ら
の
チ
ー
ム
に
属
す
る
か


